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議
案
第
58
号　
蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員
に
岩い

わ

﨑さ
き

理お
さ
む

氏

を
選
任

　

蓮
田
市
公
平
委
員
会
委
員 

岩
﨑
理
氏
の
任
期

が
、
令
和
８
年
９
月
20
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

再
び
同
氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
59
号　
公
社
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員

の
災
害
補
償
に
係
る
処
遇
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

蓮
田
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴

い
規
定
を
整
理

　

内
容
は
、
公
社
等
を
公
益
的
法
人
等
に
改
め
る

ほ
か
規
定
の
整
理
を
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
公
布
の
日
で
す
。

議
案
第
60
号　
蓮
田
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
改
正

　

主
に
、
第
１
条
で
蓮
田
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成

条
例
の
改
正
に
つ
い
て
、
第
２
条
で
蓮
田
市
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の
改
正
に
つ
い

て
、
第
３
条
で
蓮
田
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
査
及

び
支
払
に
関
す
る
事
務
を
委
託
す
る
法
人
の
名
称

を
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
埼
玉
支
部
か

ら
医
療
情
報
基
盤
・
診
療
報
酬
審
査
支
払
機
構
に

改
め
る
も
の
で
す
。

　

施
行
日
は
、
公
布
の
日
で
す
。

議
案
第
61
号　
蓮
田
市
公
共
下
水
道
使
用
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

下
水
道
使
用
料
を
改
定

　

下
水
道
使
用
料
算
定
に
お
け
る
基
本
水
量
を
見

直
す
と
と
も
に
、
基
本
使
用
料
及
び
従
量
使
用
料

の
単
価
等
を
別
表
の
と
お
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
８
年
９
月
定
例
会
は
、
去
る
８
月
28
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
35
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
初
日
に
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
「
蓮
田
市
公
共
下
水
道
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
や
「
令
和
７
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
17
議
案
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
同
意
、
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
市
長
追
加
提
出
議
案
と
し
て
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
や
「
令
和
８
年
度
蓮

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
」
な
ど
４
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
議
案
第
78
号
令
和
８
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
対

す
る
附
帯
決
議
」
の
１
議
案
が
上
程
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

会期 ８/28 ㊎▶ 10/ １ ㊍
９ 月 定 例 会

蓮
田
市
公
共
下
水
道
使
用
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど

　
22
議
案
を
同
意
、
可
決
、
認
定

定例会初日、議案の提案説明を行う山口市長

市
長
提
出
議
案
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施
行
日
は
、
令
和
９
年
４
月
１
日
で
す
。

議案第61号、68号
反対討論

下
水
道
使
用
料
値
上
げ
は
、
長
い

物
価
高
で
疲
弊
し
た
市
民
生
活
に

重
い
負
担
を
強
い
る
た
め
反
対

�

榎
本　
菜
保
（
日
本
共
産
党
）

　

平
均
改
定
率
は
約
36
％
だ
が
、
大
半
の
一
般
家

庭
に
は
45
％
前
後
も
の
影
響
が
及
び
、
市
民
生
活

を
直
撃
す
る
。

　

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
単
価
を
国
基
準
ま
で
引

き
上
げ
、
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外
繰
入
金
を
な

く
す
と
し
て
い
る
が
、
公
共
性
や
市
民
生
活
を
踏

ま
え
、
市
は
自
主
性
を
発
揮
し
て
、
繰
り
入
れ
は

従
来
ど
お
り
適
切
に
行
う
べ
き
。

　

市
民
生
活
と
下
水
道
の
安
全
と
は
、
そ
の
両
方

を
守
る
こ
と
が
市
の
役
割
で
あ
り
、
今
最
優
先
す

べ
き
は
市
民
負
担
の
軽
減
で
あ
る
。
よ
っ
て
日
本

共
産
党
は
反
対
す
る
。

賛成討論

持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
の
経

営
基
盤
の
確
立
が
必
要

�

山
田　
孝
夫
（
公
明
党
）

　

下
水
道
は
市
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
す
。
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
維
持
管
理

を
継
続
し
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
事
業
運
営

を
行
う
た
め
に
は
、
経
営
基
盤
の
強
化
が
必
要
で

す
。

　

今
回
の
改
正
は
、
将
来
の
収
支
見
通
し
を
踏
ま

え
、
安
定
し
た
財
源
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
り
、

少
量
使
用
者
へ
の
配
慮
も
さ
れ
て
お
り
、
必
要
な

改
正
と
考
え
ま
す
。
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
使
用

料
の
引
上
げ
は
市
民
に
と
っ
て
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
課
題
を
先
送
り
す
れ
ば
将
来
世
代
へ
の
負
担

が
さ
ら
に
大
き
く
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
下
水
道
事

業
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
と
考

え
ま
す
。

賛成討論

公
共
下
水
道
事
業
を
安
心
・
安

定
し
て
持
続
す
る
た
め
に
必
要

�

関
根　
守
男
（
は
す
だ
政
和
会
）

　

本
改
正
は
、
下
水
道
事
業
を
安
心
・
安
全
な
事

業
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
持
続
さ
せ

て
い
く
た
め
、
基
本
使
用
料
と
従
量
使
用
料
の
単

価
等
を
改
定
す
る
も
の
。
本
改
正
案
に
は
、
基
本

使
用
料
に
か
か
る
基
本
汚
水
量
を
20
㎥
か
ら
10
㎥

へ
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
使
用
水
量
の
少
な
い

方
へ
の
配
慮
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
公
共
下

水
道
を
ご
利
用
の
皆
様
に
ご
負
担
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
事
業
を
持
続
す
る
た
め
に

や
む
を
得
な
い
の
で
賛
成
し
ま
す
。

議
案
第
62
号　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

黒
浜
西
小
学
校
校
舎
外
壁
改
修
工
事

の
変
更
契
約
を
締
結

工
事
名　

令
和
7
年
度
黒
浜
西
小
学
校
校
舎
外

壁
改
修
工
事

工
事
箇
所　

蓮
田
市
西
新
宿
三
丁
目
84
番

契
約
金
額　

変
更
前　

1
億
5
5
8
4
万
8

 
0
 0 

0
円

　
　
　
　
　

変
更
後　

1
億
6
4
6
9
万
6
8
0

円

工　
　

期　

令
和
8
年
2
月
24
日
か
ら
令
和
8
年

10
月
30
日
ま
で

契
約
相
手　

株
式
会
社
田
中
工
務
店

議
案
第
63
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

食
材
料
費
の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
公
立
保

育
園
に
お
け
る
副
食
費
を
増
額
計
上
な
ど

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
12
億
7
8
5
1
万
1
0
0
0
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
2
5
5
億
9
3
4
1
万
5
0
0
0
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

保
育
所
運
営
事
業
は
、
食
材
料
費
の
高
騰
に
対

応
す
る
た
め
公
立
保
育
園
に
お
け
る
副
食
費
を
増

額
。
元
荒
川
堤
桜
維
持
管
理
事
業
及
び
用
水
路
排

水
路
管
理
事
業
は
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に

よ
る
被
害
を
受
け
た
樹
木
を
伐
採
す
る
た
め
の
経

費
を
計
上
。
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
建
設
事
業
は
、
蓮

田
駅
西
口
に
公
衆
ト
イ
レ
を
建
設
す
る
た
め
の
設

計
費
な
ど
を
計
上
。
ま
た
、
中
学
校
校
舎
整
備
事

業
は
、
長
寿
命
化
改
修
工
事
中
で
あ
る
蓮
田
南
中

学
校
で
備
品
の
移
動
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
計
上
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立

を
実
施
。
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
は
、
駅
前
公
衆

ト
イ
レ
建
設
事
業
な
ど
、
事
業
の
執
行
に
期
間
を

要
す
る
た
め
に
設
定
。
債
務
負
担
行
為
は
、
小
学

校
給
食
調
理
等
業
務
委
託
費
な
ど
、
本
年
度
中
に

契
約
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
追
加
。
地
方

債
は
、
新
規
の
借
入
れ
な
ど
に
伴
い
補
正
。

（別表）� （税抜）２か月当たり
排除汚水量 改定前 改定後

10㎥まで （基本使用料）
� 1,600円/2か月

（基本使用料）
� 2,000円/2か月

10㎥を超え� 20㎥まで 40円/㎥
20㎥を超え� 40㎥まで 100円/㎥ 140円/㎥
40㎥を超え� 60㎥まで 115円/㎥ 170円/㎥
60㎥を超え� 100㎥まで 130円/㎥ 190円/㎥
100㎥を超え� 200㎥まで 145円/㎥ 200円/㎥
200㎥を超え� 300㎥まで 160円/㎥

210円/㎥300㎥を超え� 600㎥まで 175円/㎥
600㎥を超え� 1,000㎥まで 190円/㎥
1,000㎥を超える分 205円/㎥

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
を
実
施

　

9
月
3
日
㈭
、
本
会
議
散
会
後
に
蓮
田

市
議
会
と
し
て
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を

本
会
議
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
議

員
と
と
も
に
市
長
や
議
場
出
席
の
職
員
も

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は
大
地
震
の

際
に
安
全
確
保
の
基
本
行
動
（
①
姿
勢
を

低
く
す
る
。
②
体
や
頭
を
守
る
。
③
揺
れ

が
収
ま
る
ま
で
動
か
な
い
。）
を
行
う
訓
練

で
す
。

シェイクアウト訓練の様子
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議
案
第
64
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
へ

積
立
て
な
ど

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
1
億
1
4
1
1
万
7
0
0
0
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
61
億
7
5
1
4
万
5
0
0
0
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

基
金
積
立
金
は
、
令
和
7
年
度
決
算
に
伴
い
増

額
。
諸
支
出
金
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
精
算
に

伴
い
一
般
会
計
繰
出
金
を
増
額
。

反対討論

子
育
て
支
援
の
財
源
を
医
療
保
険

に
上
乗
せ
す
る
の
は
筋
違
い

�

深
田　
康
孝
（
日
本
共
産
党
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
を
進
め
る
た
め

の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援

の
充
実
は
必
要
で
す
が
、
そ
の
財
源
を
医
療
保
険

料
に
上
乗
せ
し
て
徴
収
す
る
仕
組
み
は
、
社
会
保

険
の
原
則
を
ゆ
が
め
る
も
の
で
す
。
政
府
の
「
実

質
負
担
ゼ
ロ
」
も
、
医
療
・
介
護
の
給
付
削
減
で

相
殺
す
る
理
屈
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
所
得
の
低
い
世

帯
が
多
い
国
保
に
負
担
を
上
乗
せ
す
る
逆
進
的
な

制
度
で
あ
り
、
子
育
て
支
援
の
財
源
は
国
の
責
任

で
公
費
に
よ
り
確
保
す
べ
き
で
す
。

議
案
第
65
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

保
険
料
等
の
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金
を
増
額

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
7
9
3
万
1
0
0
0
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
16
億
1
7
8
万
9
0
0
0
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
は
、
一
般

会
計
繰
入
金
の
精
算
に
伴
い
保
険
料
等
の
納
付
金

を
増
額
。
諸
支
出
金
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
精

算
に
伴
い
一
般
会
計
繰
出
金
を
増
額
。

議
案
第
66
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積

立
て
な
ど

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
3
億
4
7
9
7
万
8
0
0
0
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
67
億
1
7
9
5
万
5
0
0
0
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

総
務
費
は
、
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
い

委
託
料
を
増
額
。
基
金
積
立
金
は
、
令
和
7
年
度

決
算
及
び
令
和
8
年
度
交
付
金
の
交
付
決
定
に
伴

い
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
に
積
立
て
。
諸
支

出
金
は
、
令
和
7
年
度
決
算
に
伴
い
介
護
給
付
費

等
の
確
定
に
伴
い
精
算
返
還
金
及
び
一
般
会
計
へ

の
繰
出
金
を
計
上
。

議
案
第
67
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

県
水
購
入
費
に
対
す
る
支
援
と
し
て

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
を
計
上

　

収
益
的
収
入
及
び
資
本
的
収
入
を
増
額
し
、収
益

的
支
出
及
び
資
本
的
支
出
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

収
益
的
収
入
は
、
県
水
購
入
費
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
一
般
会
計
か
ら
の
補

助
金
を
計
上
。

　

資
本
的
収
入
は
、
高
虫
産
業
団
地
の
整
備
に
伴

い
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
を
計
上
。
収
益
的
支

出
及
び
資
本
的
支
出
は
、
人
事
異
動
に
伴
い
人
件

費
を
補
正
。

議
案
第
68
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

使
用
料
改
定
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ

ム
改
修
等
の
経
費
を
計
上

　

収
益
的
支
出
及
び
資
本
的
支
出
の
増
額
補
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　

収
益
的
支
出
は
、
使
用
料
改
定
に
伴
い
電
算
シ

ス
テ
ム
の
改
修
等
の
経
費
を
計
上
。
ま
た
、
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
は
、
収
益
的
支
出
及

び
資
本
的
支
出
に
お
い
て
計
上
。

※
反
対
討
論
は
議
案
第
61
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
75
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

東
城
沼
擁
壁
改
修
工
事
の
契
約
を

締
結

工
事
名　

令
和
8
年
度
東
城
沼
擁
壁
改
修
工
事

工
事
箇
所　

蓮
田
市
大
字
城
地
内

契
約
金
額　

1
億
8
9
8
3
万
8
0
0
0
円

工　
　

期　

契
約
締
結
の
日
か
ら
令
和
9
年
5
月

31
日
ま
で

契
約
相
手　

星
野
工
業
株
式
会
社

議
案
第
76
号　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

蓮
田
南
中
学
校
校
舎
長
寿
命
化

改
修
工
事
の
変
更
契
約
を
締
結

工
事
名　

令
和
7
年
度
蓮
田
南
中
学
校
校
舎
長

寿
命
化
改
修
工
事
（
機
械
設
備
）

工
事
箇
所　

蓮
田
市
大
字
蓮
田
1
5
1
9
番
地

契
約
金
額　

変
更
前　

3
億
1
0
4
8
万
1

 
6
 0 

0
円

　
　
　
　
　

変
更
後　

3
億
2
0
9
4
万
7

 
0
 0 

0
円

工　
　

期　

令
和
8
年
1
月
16
日
か
ら
令
和
10
年

5
月
31
日
ま
で

契
約
相
手　

ハ
ギ
ワ
ラ
株
式
会
社
蓮
田
支
店

議
案
第
77
号　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

蓮
田
中
学
校
外
4
校
体
育
館
空
調
設

備
設
置
工
事
の
変
更
契
約
を
締
結

工
事
名　

令
和
7
年
度
蓮
田
中
学
校
外
4
校
体

育
館
空
調
設
備
設
置
工
事

工
事
箇
所　

蓮
田
市
大
字
閏
戸
1
4
7
番
地
1

外
4
か
所

契
約
金
額　

変
更
前　

1
億
8
6
4
5
万
円

　
　
　
　
　

変
更
後　

2
億
31
万
5
5
0
0
円

工　
　

期　

令
和
8
年
2
月
24
日
か
ら
令
和
9
年

1
月
29
日
ま
で

契
約
相
手　

ア
サ
ヒ
住
建
株
式
会
社

議
案
第
78
号　
令
和
8
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

黒
浜
保
育
園
休
園
に
伴
う
転
園
の
保
護
者

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
1
4
6
万
8
0
0
0
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
2
5
5
億
9
4
8
8
万
3
0
0
0
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業
は
、
令
和
9
年
度
か
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ら
の
黒
浜
保
育
園
の
休
園
に
伴
い
、
新
設
の
認
定

こ
ど
も
園
に
転
園
す
る
保
護
者
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
経
費
を
計
上
。

反対討論

黒
浜
保
育
園
休
園
は
現
場
の
先
生

方
の
声
や
保
護
者
の
声
を
全
く
聞

か
ず
に
決
定

�

湯
谷　
百
合
子
（
無
会
派
）

　

来
年
度
黒
浜
保
育
園
を
休
園
し
、
4
月
か
ら
近

く
に
で
き
る
民
間
の
こ
ど
も
園
に
園
児
が
転
園
す

る
際
に
必
要
な
か
ば
ん
や
制
服
の
購
入
費
を
補
助

す
る
と
い
う
予
算
計
上
は
、
や
む
を
得
な
い
の
か

も
知
れ
な
い
が
、
突
然
の
転
園
は
な
じ
み
の
先
生

が
誰
も
お
ら
ず
、
黒
浜
保
育
園
と
全
く
違
う
や
り

方
に
保
護
者
や
園
児
の
不
安
、
戸
惑
い
は
大
き
い

と
思
わ
れ
る
。
黒
浜
保
育
園
休
園
に
至
る
経
緯

は
、
審
議
会
に
も
か
け
ず
、
こ
ど
も
計
画
と
の
整

合
性
も
な
い
。
休
園
は
撤
回
す
べ
き
。

賛成討論

転
園
時
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
は

当
然
で
あ
り
、
予
算
に
は
賛
成

�

関
根　
守
男
（
は
す
だ
政
和
会
）

　

本
補
正
予
算
は
、
議
会
の
同
意
を
得
な
い
ま

ま
、
令
和
９
年
３
月
末
で
黒
浜
保
育
園
を
休
園
す

る
市
の
事
情
に
よ
り
民
間
の
保
育
施
設
に
転
園
す

る
こ
と
に
な
る
園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
黒
浜
保
育
園
で
は
使
用
す
る
こ
と
の
な

い
通
園
か
ば
ん
、
制
服
等
の
物
品
を
購
入
す
る
費

用
を
市
が
補
助
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
予
算
に

は
賛
成
す
る
が
、
市
の
都
合
で
転
園
さ
せ
ら
れ
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
配
慮
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

休
園
の
方
針
は
直
ち
に
撤
回
す
べ
き
。

反対討論

黒
浜
保
育
園
の
唐
突
な
「
休
園
」

を
前
提
と
す
る
議
案
に
反
対

�

諸
根　
善
昭
（
日
本
共
産
党
）

　

こ
の
補
助
事
業
の
「
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
」
と
い
う
目
的
自
体
に
異
存
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
物
品
購
入
費
用
へ
の
補
助
は

「
市
の
施
設
運
営
の
事
情
に
よ
り
、
保
護
者
が
当

初
予
見
す
る
こ
と
が
困
難
な
民
間
の
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
転
園
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、

市
の
一
方
的
な
「
休
園
」
の
方
針
を
前
提
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

公
立
の
黒
浜
保
育
園
の
存
続
を
求
め
る
声
は
高

ま
っ
て
い
る
。
黒
浜
保
育
園
の
唐
突
な
休
園
と
い

う
方
針
を
見
直
し
、
本
議
案
の
撤
回
を
求
め
て
反

対
す
る
。議

員
提
出
議
案

議
第
4
号
議
案　
議
案
第
78
号
令
和
8
年
度
蓮
田
市 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
に
対
す
る
附
帯
決
議

転
園
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
全
て
の
児
童
・
保

護
者
に
対
し
公
平
・
公
正
な
予
算
執
行
を

　

議
案
第
78
号
蓮
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

5
号
）
の
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
黒
浜
保
育

園
に
通
園
す
る
児
童
・
保
護
者
の
意
見
を
丁
寧
に

聞
き
、
転
園
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
新
た
な
負
担
が

生
じ
る
全
て
の
児
童
・
保
護
者
に
対
し
、
公
平
・

公
正
な
予
算
執
行
に
努
め
る
こ
と
を
決
議
す
る
も

の
で
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
市
政
な
ど
に
つ

い
て
、
直
接
市
議
会
に
要
望
で
き
る
制

度
が
「
請
願
」
で
す
。

　
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
内
容
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
常
任
委
員
会
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
、
慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
委
員
長
は
、
こ
の
審
査
の
結
果
を
議

長
に
報
告
し
ま
す
。

　
本
会
議
で
は
、審
査
結
果
を
も
と
に
、

質
疑
や
討
論
を
行
い
、
採
択
か
不
採
択

か
の
決
定
を
し
ま
す
。
こ
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
請
願
を
提
出
し
た
代
表
者
に

通
知
を
し
ま
す
。

﹇
提
出
で
き
る
人
﹈

　
請
願
は
、だ
れ
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

蓮
田
市
以
外
の
か
た
、
外
国
人
、
未
成

年
者
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
法
人
で

な
い
団
体
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

﹇
提
出
の
時
期
﹈

　
各
定
例
会
が
開
か
れ
る
８
日
前
ま
で

に
議
会
事
務
局
（
市
役
所
３
階
）
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
紹
介
議
員
﹈

　
請
願
に
は
１
人
以
上
の
紹
介
が
必
要

で
す
。（
紹
介
議
員
の
署
名
ま
た
は
記

名
押
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。）

﹇
請
願
書
の
書
き
方
﹈

　
書
式
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

右
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
書
式
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

①
内
容
は
わ
か
り
や
す
く
。

②
道
路
・
下
水
の
整
備
な
ど
は
、
略
図

を
付
け
場
所
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

③
署
名
欄
に
は
住
所
を
記
載
し
、
署
名

ま
た
は
記
名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

※

請
願
者
の
住
所
・
氏
名
は
、
一
般
に

公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
陳
情
書
の
取
り
扱
い
は

　
陳
情
書
の
様
式
、
提
出
先
な
ど
は
請

願
と
同
じ
で
す
が
、
議
員
の
紹
介
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
陳
情
書
の
本
会
議
で
の
取
り

扱
い
は
、議
場
配
布
の
み
と
な
り
ま
す
。

○
○
○
○
○
○
○
に
関
す
る

請
願
書

件
名

○
○
○
○
○
○
に
つ
い
て

要
旨

地
方
自
治
法
第
百
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

右
の
と
お
り
請
願
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
年
　
月
　
日

請
願
者（
法
人
の
場
合
は
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

　
　
　
　
住
　
所

　
　
　
　
氏
　
名
　
○
　
○
　
○
　
○
　
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　（
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
名

蓮
田
市
議
会
議
長

　
○
○
　
○
○
　
様

紹
介
議
員

　
　
　
　（
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
）

○
　
○
　
○
　
○
　
㊞

請願・陳情はこのように


